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運動会ポスター作り 

 2学期が始まったばかり…と思っていましたが、園庭に白線が引かれると自然と走り出す子どもたち。

運動会モードに突入です。そんなある日、5歳児の保育室をのぞいてみると何やら相談中…。 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿  

「言葉による伝え合い」「協同性」の一場面です。 

 

担任「みんなはお家の人に“運動会あるよ”“○日だよ”って言え

るけど、小さい組さんと真ん中組さんは言えないかもね。ど

うしよう？」 

子どもたち「お手紙を出せばいい！」 

担任「みんなは字を書ける？」「書けないお友達もいるよね」 

  「みんなが書けるのは何だろう？」 

子どもたち「絵だったら描ける！」 

担任「そうだね！じゃあ、みんなが描いた絵をお手紙に載せて、み

んなのお家の人に教えよう！」 

私、万国旗描くネ！ 

じゃあ、私は地面を描くヨ！ 

二人一組で「何をどんな風に描くか」

相談しながら描いた絵は、運動会のポス

ターとして園に飾る予定です。全園児に

配付した“運動会の案内”の裏面にも、

カラーコピーをして載せました。どうぞ

ご覧ください♡ 

 5 歳児の生活では、チーム活動がこれから多くなります。最初は、お互

いに思いを表現しやすく相談もしやすい二人組での活動を取り入れ、

徐々に人数を増やした活動を取り入れていきます。人数が多くなればな

るほど、自分の思いばかり主張していても、黙ってばかりいても話は進み

ません。自分の思いを聞いてもらった・受け入れてもらった心地よさが、

相手の言葉にも耳を傾けようという思いにつながります。また、様々な活

動を通してつけた自信が、自分の思いを自分の言葉で表現する姿につな

がっていきます。５歳児だから育つのではなく、３歳児での保育者との

『信頼関係』、４歳児での『がまん』など、3年間の園生活を通して、子

どもたちの心と体は大きく大きく成長していきます。 


